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　　　　　第8回宇齢醗委員会（定例会謝

　　　　　　　　議事．次　第

日時　　　昭和5■年4月28白㈱　午後2時～4時

場所　　　宇宙庇発委員会会泣面

講題

　。　国連宇宙空間平和利用委員会第■5会期科学技術

　　小委員会について（報告）

　　（説明者　宇宙翻発事業団ジステム計画部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒田泰弘）

資料

　委8－1　第ワ回宇宙謝発委員会（定例会講）譲事要旨

・委旦一2　第13会期科学技術小委員会報告
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　　　　，第ワ回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　議　事．要　旨

日時　　　昭和51年4月⊥4日．㈱

　　　　　午後2時～4時

場所　　　宇宙開発委員会会議室　　　　、

議題

噛（1）　　Nロケット2号機による電離層観測衛星の打上げ

　　結果の評価について

　（2）電波技術審淫心の答申について

資料

　委7－1　第6回字宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　委ワー・2　「静止衛星軌渾を用いる字宙通信システムの電

　　　　　　波の有効利用のための技術的条件（電波技術審

　　　　　　議会答申）」の概要、

　委7－5　昭和50年度1～2月期に宇宙開発事業団が行

　　　　　　つたNロケット2号機による寛離層観測衛星の

　　　　　　打上げ結果の評価についてく案）

出席者

　宇宙開発委員会委員長代理　　　　　　網　島　　　毅

　　　〃　　委員　　　　 八藤東禧：

　　　”　’．〃　　　　斎藤成文
説明者

　郵政省電波監理局宇宙通信企画課長　　佐　瀬　健治郎

　　　〃　　　〃　・〃　　　　課長補佐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　　　進

　　　　　　　　　　　ω

関係省庁職員等

　科学技術序研究調整局長　　　　　　　　大　沢　弘　之

　’文部省学術国際局審議官　，　　　　　　犬　丸　　　直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理＝大坂）

　通産省機械情報産業局次長　　　　　　　井　川　　　博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃3角田）

　工業技術院総務部長　　　　’　　　　　杉　浦　　　博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃3木村）

　運輸省大臣官房参事官　　　　　　　　　　沼・越　達　也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃；菊地）

　気象庁総務部長　　，’　　　　　　　・宇都宮　　　寛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃r池田）、

　海上保安庁総務部長　　　　　　　・　　鈴　木　　．登

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃：佐藤）

即興珊珊局糠官　　　門田　博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃r長谷川）

　建設省大臣官房技術参事官　　　　　　　　宮　内　　　章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃3渡遊）

　海上保安庁政務課　　　　　　　　　　　須　田　浩三郎

轍縮灘理局宇髄儲発課　原田祐治
事務局

，科学技術庁研究調整局宇寧企画課長　　　上．島　史　郎

　　　〃　　　〃　　　字宙開発諌長　　　雨　村　博　回忌

6・議事要旨

　（1）前回講事要旨について

　　　第6回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨が確認された。

　　　　　　　　　　　　　　‘1ヲ
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（2）　Nロケット2号機による電離層観測衛星の打上げ結果の評

　価について『

　　事務局から、・資料委7－3に基づいて説明が行われ、・原案

　どおり決定された。

（3）電波技術審二会の答申について

　　郵政省電波監理局宇宙通信企画課の佐瀬健治郎課長及び佐

　藤進課長補佐から資料委ワー2に基づいて説明が行われたの

　ち、以下の質疑応答が行われた。

　八藤＝以前・σσエRで示された有効利用の尺度をあらわす

　　　式は認められたのか。

　佐藤：一一時は認められる情勢にあったが、スポット。ピー・ム

　　　については・ずれ炉大きいというζとで・ペンディングと・

　　　なった。

　斎藤2日本が持てる静止衛星は3～4個ということだが、周

　　　波数帯を4《’6GHzに制限しなければこの数は増える

　　　ものであるというととを、説明する際には明確に述べてお

　　　く方がよい・また、将来の通信量の需要がどのくらいあ

　　　り、そのうち通信衛星を用いるものがどのくらいあるか

　　　ということは大きな問題であり、これらについて何らか

　　　の試算が欲しい。’

佐瀬3我々も考えてはいるが、全情報量をとらえるのは困難

　　　であり・確信のもてる数字がなかなか出てこない。，

八藤3静止軌遣については有効利用の観点ばかりでなく

　　　e旦ui七y（公平）についても検討する必要があるが、開

　　発途上国と先進国とのバランスは考慮したのか。

‘3♪

佐瀬3この答申では・国土の広さ・人口及び経済活動の3点癖ら

　　衛星個数を分配しており、各国の要求数は考慮していないの

　　で・先進国にとって望ましい試算ではないと考えられ、別言

　　すれば・発展途上国とのequi七yも考慮したものとしてとら

　　えうるのではないかと考える。

網島＝静止衛星の数を増すためには、どのような技術的問題を解

　　決すればよいのか。’

佐藤：アンテナパターン、パラメータ等を統一することが有揚で

　　ある。

網島・この慰申の嬉伽撫腿婦樋のご5，三石示魂9
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